
 

富津市社会教育委員会議  会議録  

１ 会議の名称  令和７年度第１回富津市社会教育委員会議 

２ 開催日時  
令和７年６月 20 日（金） 

午後２時 00 分～午後４時 00 分 

３ 開催場所  富津市役所５階 502 会議室  

４ 審議等事項  

議題  

（１）委員長及び副委員長の選出について  

（２）君津地方社会教育委員連絡協議会理事の選

出について  

（３）富津市社会教育・生涯学習関係事業計画に

ついて  

（４）その他  

５ 出席者名  

〇出席委員  

渡邉継夫、鈴木亨子、川名宏幸（途中入室）、 

内藤健一、大野泰代、髙橋栄二、杉田玲子、  

石井喜美子、佐藤泰代（途中退室）  

〇事務局 

山下教育長、中山教育部長、篠田生涯学習課長、 

長谷川公民館長、鈴木社会教育係長、伊藤社会教

育主事、伊藤社会教育指導員、和田社会教育指導

員（途中退室）、藤田社会教育指導員（途中退室） 

６ 公開又は非公開の別 公開  ・ 一部非公開  ・ 非公開  

７ 非公開の理由   

８ 傍聴人数  ２人（定員５人） 

９ 所管課  
教育部生涯学習課社会教育係  

電話  0439-80-1345 

10 会議録  

（発言の内容）  
別紙のとおり  
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「令和７年度第１回富津市社会教育委員会議」会議録  

発言者  発言内容  

事務局  

（篠田課長） 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

（篠田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。少し遅れている委員もいらっしゃいま

すが、定刻となりましたので始めさせていただきます。  

本日はご多用の中ご出席いただきましてありがとうござい

ます。会議の進行を務めさせていただきます、生涯学習課長

の篠田です。よろしくお願いいたします。会議に先立ちまし

て、事務局から配付資料の確認をさせていただきます。  

 

【配布物の確認。会議次第、座席表、議題１_委員長および

副委員長の選出について、議題２ _君津地方社会教育委員連絡

協議会理事の選出について、資料１ _令和７年度富津市生涯学

習施策、資料２_千葉県社会教育委員の心得、資料３-１_意見

照会地域みんなの居場所について、資料３-２ _富津市版「家

庭教育支援チーム」［放課後ルーム］富津市版「放課後子供教

室」、資料４_地域と学校の連携協働の更なる推進方策につい

て、冊子_富津市生涯学習情報 2025、冊子 _社教情報 No.92、

文化協会持参の冊子、以上】  

 

それでは会議開会に先立ちまして、３月 31 日の任期満了に

より、今年度新たに社会教育委員になられました皆様に、教

育長から委嘱状交付させていただきます。お名前をお呼びい

たしますので、恐れ入りますが呼ばれましたら、その場でご

起立をお願いいたします。  

【委嘱状交付（教育長から）】 

 

では、新しく委員になられた方もいらっしゃいますので、

お呼びする順にお一言、自己紹介を頂きたいと思います。  

【名簿順に各委員自己紹介】  
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山下教育長  

 

 

続きまして、事務局職員の自己紹介を行います。  

【順に自己紹介】  

なお、社会教育指導員の先生方で、これから指導活動の予

定がある指導員につきましては、これにて退席させていただ

きます。【和田、藤田指導員退室】  

 

それでは、ただいまから令和７年度第 1 回、富津市社会教

育委員会議を開会いたします。  

初めに、本日の委員の出席状況を報告いたします。現在の

出席委員は８名、欠席委員は３名です。したがいまして、富津

市社会教育委員会議運営規則第３条第５項の規定により、過

半数以上のご出席をいただいておりますので、会議が成立し

ておりますことをご報告申し上げます。続きまして、会議の

公開についてご説明いたします。富津市情報公開条例第 23 条

第 1 項の規定により、市民の意見や専門的知識等を市政に反

映させるための設置する会議で、市民、学識経験者等が構成

員に含まれている会議については、法令等に特別の定めがあ

る場合を除いて、公開することになっております。この規定

により、本会議につきましても、傍聴者の受け入れ体制を整

備し、会議の議事結果を公表することとしております。なお、

本日、傍聴者が２名いらっしゃることをご報告させていただ

きます。また、会議録作成のため録音させていただきますこ

ともご了承願います。  

 

それでは次第に従って進めてまいります。初めに、山下教

育長よりご挨拶申し上げます。  

 

はい、改めましてこんにちは、教育長の山下と申します。本

日は大変お忙しいところ、社会教育委員会議にご出席いただ
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事務局  

（篠田課長） 

 

 

 

きまして誠にありがとうございます。先ほど委嘱状を交付さ

せていただいて、今年度の会議がスタートしたというところ

でございます。改めて、皆様には富津市の社会教育振興のた

めにご協力いただければな、というふうに思うところでござ

います。先ほど申したように４月になったばかりですので、

いろんなことがわからなくてですね、この社会教育委員とい

うことについても、私自身全く無知でしたので、ちょっと調

べてみましたら、社会教育法第 17 条というところに、社会教

育委員の職務が規定されていまして、そこには次のように書

いてありました。社会教育委員は社会教育に関し、教育委員

会に助言するため次の職務を行う。社会教育に関する諸計画

を立案すること。教育委員会の諮問に応じこれに対して意見

を述べること。等々が書いてありまして、まず、同様のことは

ですね今日の資料の６枚目、資料２というところに、社会教

育委員の心得として載っております。もう既に皆さんご承知

のこととは存じますが、改めて教育委員会への積極的なご助

言をよろしくお願いします。  

本日の会議ですけども、本年度の事業計画が議題として提

案されます。それからまた、今年度末をもちまして環小学校

が閉校となりますので、それに伴いその環小学校の放課後ル

ームをどうしていくのかっていう、当面の課題となっており

ますので、どうぞ委員の皆様のご忌憚のないご意見をお聞か

せいただければ幸いでございます。どうぞよろしくお願いい

たします。以上でございます。  

 

それではこれより議事に入ります。本来であれば、進行に

ついては、富津市社会教育委員会議運営規則第３条第４項の

規定により、委員長が議長となりますが、委嘱後初めての会

議ということで、現在、委員長が空席となっております。その

ため、委員長が選任されるまでの間、仮議長を設けて、議事の
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山下教育長  

 

 

 

 

 

 

事務局  

（鈴木）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山下教育長  

 

 

進行をしたいと思います。慣例により、仮議長は教育長にお

願いしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

（一同、異議なし）  

ありがとうございます。それでは山下教育長よろしくお願

いいたします。  

 

はい、わかりました。  

【仮議長席へ移動】  

それでは委員長が選任されるまでの間、仮議長を務めさせ

ていただきます。  

議題１、富津市社会教育委員会議委員長および副委員長の

選出についてを議題といたします。事務局に説明を求めます。 

 

はい。議題１、富津市社会教育委員会議委員長および副委

員長の選出についてご説明いたします。  

富津市社会教育委員会議運営規則の第２条第１項に、委員

の会議に委員長および副委員長の各１名を置き、委員の互選

により定めると規定されています。職務といたしましては、

第３項で、委員長は運営会議会員を総理し、会議を代表する

と規定されております。また第４項に副委員長は、委員長を

補佐し、委員長に事故あるとき、または委員長が欠けたとき

にはその職務を代理する、と規定されております。  

選任の方法につきましては、条例規則等で規定はありませ

んが、慣例では、委員長は、委員の皆様からの指名推選、副委

員長は、委員長になられた方からの指名選任をしております。

説明は以上です。  

 

ただいま事務局からの説明がありました。委員長および副

委員長の選任の方法につきましては、慣例により、委員長は

指名推選、副委員長は委員長から指名するとしてよろしいで
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大野委員  

 

山下教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

（篠田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょうか。 

（一同、異議なし）  

ご異議もないようですので、まず、委員長の選任を委員か

らの推薦で行います。推薦したい方がいらっしゃいましたら

よろしくお願いします。  

 

はい。前委員長でありました、高橋委員を推薦いたします。 

 

ありがとうございます。ただいま高橋委員を委員長にとの

推薦がありましたが、他にご推薦される方はいらっしゃいま

すか。（なしの声）  

他にご推薦がないようですので、ここでお諮りいたします。

高橋委員を委員長に選任することでよろしいでしょうか。 

（一同、賛成の声）  

 

ありがとうございます。ご異議もないようですので、委員

長は、高橋栄二委員に決定いたしました。委員長が選任され

ましたので、これで短い間の仮議長の職を解かせていただき

ます。ご協力ありがとうございました  

 

ありがとうございます、それでは、高橋委員は委員長席に

移動していただきまして、就任のご挨拶をいただければと思

います。よろしくお願いいたします。  

 

【川名委員、到着入室】  

すいません。途中ではありますが、川名委員がいらっしゃ

いましたので、委嘱状を交付させていただきます。  

【委嘱状交付、川名委員１名】  

 

それでは議事に戻りたいと思います。委員長よろしくお願
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髙橋委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

（篠田課長） 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

 

 

いします。  

 

はい、今年度も一応委員長ということでございますが、よ

ろしくお願いします。暑い中、皆さん集まっていただきあり

がとうございます。私ちょっと途中で咳をしたら大変申し訳

ありませんがよろしくお願いします。  

私、数えましたら 10 期目になるようです。始めたときには

小泉委員長、その後に三富委員長でした。その後を引き継ぎ

まして、前の方たちのようになれるかわかりませんが、頑張

っていきたいと思います。昨年はそれほど何もなかったと思

いますが、その前の年までは子ども読書推進計画を作りまし

て、皆さんと協議いただきました。先ほど教育長から、今年は

何か宿題がありそうな話がありました。環小の放課後ルーム

ということで、今年またご迷惑かけるかもしれませんが、ご

協力をお願いしたいと思います。  

 

ありがとうございました。それでは、会議の議長について、

富津市社会教育委員会議運営規則第３条第４項により、高橋

委員長にお願いいたします。議長におかれましては、副委員

長の選任をしていただくと合わせて、会議録の作成方法をご

審議いただき、その後に議題２からご審議いただきたく存じ

ます。それでは高橋委員長、お願いいたします。  

 

はい。それでは議事に従いまして、副委員長の選任を行い

ます。先ほど審議の通り、私が指名することとしてよろしい

でしょうか。それでは、昨年も副委員長をやっていただきま

した、杉田委員を指名いたします。杉田委員を副委員長と選

任することについて、ご異議はございませんか。あわせてで

すが、杉田委員には、富津市立図書館協議会委員ということ

で、社会教育委員会議から推薦することになります。よろし
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杉田副委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

いでしょうか。 

（一同、異議なしの声）  

ご異議ないようですので、副委員長には杉田委員を決定い

たします。では、杉田委員は席を移動し、就任のご挨拶をお願

いいたします。  

 

はい、いま副委員長に選出いただきました杉田玲子です。

引き続きよろしくお願いいたします。社会教育の方では今、

地域と学校の連携ということで、いろいろなことが課題にな

っていることを少し進めさせていただいている途中です。地

域の方々にどうやって学校に出向いていただけるか、いろん

なことを考えて声かけをしている途中でございます。早く、

少しでも形になって、皆さんに報告できたらいいなっていう

ふうにも思っております。  

図書館の方では、先週、図書館協議会が終わったばかりで

すが、そこで図書館協議会の委員長ということで任命してい

ただきました。図書館が皆さんに愛される図書館になります

ようによりよい図書館を目指して頑張りたいと思います。社

会教育委員の皆さんからもいろんなご意見をいただきたいと

思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。  

 

ありがとうございました。  

それでは、次の議事に入る前に、会議録署名人２名を決め

たいと思います。慣例により、私からの指名で、今回は佐藤委

員と渡辺委員にお願いしたいと思います。よろしいでしょう

か。（両委員、了解の意思表示あり） 

それでは議事録署名人は、佐藤委員と渡辺委員と決定いた

します。それでは議題に入ります。  

 

議題２、君津地方社会教育委員連絡協議会理事の選出につ
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事務局  

（鈴木）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

 

事務局  

（伊藤社会教育

いてを議題といたします。事務局から説明をお願いします。  

 

はい、議題の２、君津地方社会教育委員連絡協議会理事の

選出についてをご説明いたします。富津市社会教育委員の皆

様におかれましては、同時に君津地域４市の社会教育委員で

組織される君津地方社会教育委員連絡協議会の構成員となり

ます。この君津地方社会教育委員連絡協議会では、規約の中

で各市から代表で理事を、また輪番で幹事を置くこととなっ

ており、富津市からは理事３名、監事１名を選出することと

なっています。慣例により、先ほど決定していただきました

委員長と副委員長はそのまま理事となっていただきますの

で、その他の方から理事１名と、監事１名を選出していただ

きたいと思います。以上です。  

 

はい。この４市社会教育連絡協議会の理事、監事について

は、これまでは学識経験者から選出されていました。今回も

同様といたしますと、石井委員を理事、佐藤委員の監事と推

薦することになりますが、今回はいかがでしょうか  

（一同、異議なしの声）  

異議もないようですので、石井委員を理事に、佐藤委員を

監事と選出します。お２人ともよろしくお願いいたします。  

それでは、君津市社会教育連絡協議会理事の副会長が私高

橋と、理事が杉田委員と石井委員、監事には佐藤委員を選出

と決定いたしました。  

 

では次に、議題３、富津市社会教育・生涯学習関係事業計画

についてを議題とします。事務局から説明をお願いします。  

 

それでは私の方から説明させていただきます。着座にて失

礼いたします。  



9 
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資料１をご覧ください。令和７年度富津市生涯学習施策で

すが、今年３月の、令和６年度第２回定例会において、７年度

の事業計画として承認されたものを再掲という形になってお

ります。ざっと概要説明を申し上げます。第２期富津市まち

ひとしごと創生総合戦略というのが基本的な計画として上位

計画としてございまして、24 年の３月に更新されております。

人と人とがつながる あったかふっつ、というキャッチフレー

ズで、その中で基本目標が四つ掲げられております。そのう

ちの１番が子供の笑顔があふれるまち、２番が自分の暮らす

地域を好きになる。主にその二つの基本目標に沿って教育施

策が決まっております。私達は生涯学習部門ですが、もちろ

んこの前半には学校教育部門がございまして、生涯学習がそ

の次になっております。その中で、富津市教育政策に掲げる

大綱ですね、「市民ひとりひとりが生涯にわたって学ぶことが

でき、その成果を生かすことができる生涯学習社会の実現」

という、本当に生涯学習に振っていただいたような教育施策

の大綱でして、それに沿って生涯学習部門のそれぞれの施策

が展開されております。１番から裏面の４番まで、それぞれ

の施策が展開されています。順を追って説明したいところで

すが、委員の皆様には事前にお目通しいただいているという

ことで、変わったところをかいつまんで説明させていただき

ます。  

１番、学び活かす生涯学習の推進、なんといってもこれが

肝になるわけですけれども、生涯学習というのは、人間であ

る限り生まれてから亡くなるまで一生、学習し成長していく

ことができる生き物であるということで、またそれが必要で

あるということで、生涯学習という理念が掲げられているの

ですが、それに沿って我々も施策を展開しています。  

１番は、学習機会の提供ということです。私達がまず情報

を提供するということになると、富津市生涯学習情報 2025 と
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いうのを手元にお渡ししていますけれども、皆さんに一番近

い生涯学習の情報が網羅されています。「学びから生きがい

を、生きがいをまちづくりへ」という流れの中で、自分で学ん

だことを市民に還元することができるというのが、最終的な

サイクルになる目標となっておりますので、その教える側の

方々を網羅して、まずはまちの先生という制度を設け、載せ

ております。まちの先生は平成 13 年にスタートして、その前

段には前回公民館長からありました通り、講師情報の収集も

ございまして、それを活用してまちの先生という制度にした

わけですけれども、当初は 60 人程度の登録者がいた中で、今

は 31 人となっております。年齢的にも高齢化が進んでいると

いうのと、やはりこの運用がうまくいってないということも

あるかと思っていますので、また新たな講師の情報を求めて、

今年度活動して参りたいと思います。その次で２番に学級・

講座というのがありますけど、これは生涯学習の最前線であ

ります公民館、市民会館の教室・講座になっております。ここ

で毎年市民の方々へ生涯学習のサービスの情報をどのように

与えていくかということで、館長や担当が苦慮するところで

す。３番目のサークルというのは、これが公民館活動の一つ

の目標とも言えます。というのは、自ら学んでそれを生かし

ていく、自主的に学習等を行っていくということが、市民の

生涯学習の目標であるから、その先にはもちろんまちの先生

に登録していただいて更なる強化をしていただきたいと考え

ています。４番の富津市図書施設につきましてはまた後ほど

お伝えいたします。それからスポーツレクリエーションです

とか各種イベントなんかもありまして、最後の８番は出前講

座、富津市が市民の皆さんに行政へのご協力をいただくため

にご説明するというコンセプトで、ここに書かれている以外

のことについてもお求めがあれば説明に伺わせていただくと

いう制度でございます。ぜひご活用いただきたいと思います。 
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（資料１に）戻りまして、ふっつ学・ふっつ検定の実施、こ

れは去年から公民館を主にして始められたところです。これ

が去年から始まったというか生涯学習部門では特筆すべき新

しい事業となっております。今年度も新しい展開が期待され

ます。  

３番の社会教育施設の整備というところで、図書施設の適

正な管理というのがあります。おかげさまで図書館が開館３

年目を迎えまして、１年目でほぼ 20 万人、19 万人台を達成し

て、昨年度は 17 万人ぐらい、コンスタントな入場者は維持し

つつ、先日６月 11 日でしたか、速報値によると 40 万人に到

達したということです。皆様のご協力、冒頭に委員長からの

挨拶にもありましたけれども、図書館を作るにあたって、基

本計画の策定やそれ以前からですね、社会教育の施設につい

ての検討を皆さんにしていただきまして、その一つの結実し

た形が市立図書館だったと思います。これはあくまでも通過

点に過ぎませんので、これからも市民の図書館としてともに

育っていきたいと思っています。  

２番目の家庭教育支援と連携協働の推進ということです。

これにつきましては後ほどご説明を申し上げたいと思いま

す。裏面にまいりまして、３番の青少年健全育成の推進、括弧

３ですが、その中で高橋委員長からの説明にもありました通

り③ですけれども、平成７年度に青少年相談員の方々がこれ

を作っていただいたところで、読み札については、当時の小

学生を中心に 4000 点以上の応募がありまして、それを選考し

て今の形になっている、今ないものも実はあるのですが絵は

そのままにして、昨年度民間企業の方から寄附をいただきま

して、改訂版を作成することができました。読み札は、一部過

去形にしたものが２つあります、それから場所の名称が変わ

ったものが１つございます。計三つの改訂があったのですが、

そのままリニューアルということで、皆さんに愛されるカル



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タとして利用していただきたいと思います。実はこの内容に

つきましては、次の３番、郷土愛を育み多様な文化に触れ親

しむ環境づくりということで、学校の教材としても共同学習

の素材としても使っていただける内容になっておりますの

で、小学校に各クラス３個ずつ配らせていただいております。

それでもちょっと足りないといったお声がある学校には、特

別に配らせていただいております。それから昨年度末ですけ

れども、ご要望に応えて一般の方々への貸し出しが望まれて

おりましたので、図書館の方で通常の図書と同じような貸し

出しの手続きを経て貸し出せるようにして、ただ外への持ち

出しはまだ検討中でして、しばらくは前の広場で使っていた

だくという形になろうかと思いますので、ご了承ください。

また、寄附金で（作成）のことがありましたので、頒布はして

おりません。寄附していただいたお金で作ったものなので販

売はちょっとできないんですね、なのでぜひ販売してくれと

いう声もある中で、それをどのようにしていくかというのが

今後の課題になっていくと思います。青少年相談員とも相談

しながら決めてまいりたいと思います。  

３番の郷土愛を育み多様な文化に触れ親しむ環境作り、こ

の中で、近年熱を帯びておりますのが１番の②番、鋸山日本

遺産候補地域、これは前回の市長選で現市長が公約に掲げた

ことをきっかけに、日本遺産への申請が続いてまいります。、

幸運にも候補地域三つの中の一つに選ばれておりまして、そ

れが継続の二つのうちの一つとなっております。引き続き、

認定を目指して頑張っていくところでございます。  

その上にございます、内裏塚古墳群の保存活用の検討です

が、それにつきましては従前から報道等でこれは群全体で史

跡指定するべきじゃないかといったような議論がここ数年、

また再燃しております。そこで当市からそのような申請を行

った結果、６月 20 日本日ですけれども、国の文化審議会から
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史跡指定相当であるとの答申が出される予定になっておりま

す。まだ解禁ではございませんので、ご了承ください。明日の

新聞には、予定通りであれば掲載される予定です。  

スポーツレクリエーションの振興、これは土地利用ですと

か指定管理ですとかいろいろありますけれども、市民代表の

方々要するにスポーツ推進委員の方やスポレク推進員の方々

のお力を借りて、いろんな市の主催行事なども行われており

ます。その中で最近一番下の、誰もが手軽に楽しめるスポー

ツという中で、これまではインディアカ、ソフトバレーボー

ルがありましたが、それがボッチャ・モルックといった、ニュ

ースポーツに推移しております。最近では市主催のモルック

大会が先々週予定されていましたけれども、悪天候で７月 20

日に延期になっております。これはチームで戦う競技となっ

ています。  

冒頭で教育長の方から、皆様方の職務についてのお話があ

ったところですが、資料２の方を改めてざっとご覧いただき

たいと思います。  

まずこれは自治体によっては皆様方に委嘱状を交付する前

段で研修会のようなことを催して、心得について研修してい

ただいた後の委嘱、といったような自治体もございますけれ

ども、ここでの説明と資料の配布によって代えさせていただ

きます。社会教育委員会議というのは重要な、権限のある会

議で、市民の代表としてはものすごく権限を持っているとい

うことをまず御自覚いただきたいと思います。会議の協議体

として発言をすることができるだけでなくて、独任制となっ

ておりまして、社会教育委員として、冒頭ご説明ありました

通り教育委員会に助言できるという、そのために以下の職務

がありますといったような説明だったと思いますけれども、

そのような権限がございます。職務１という、これが一番の

目的でありますけれども、社会教育に関する諸計画を立案す
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髙橋委員長  

 

 

 

る、また２として教育委員会に対して意見を、３として意見

を述べるために必要な研究調査を行う、これも職務なんです

ね。４として青少年教育に関する助言指導する、特に青少年

教育に関して市が求めることに対して助言することっていう

ことが求められると思います。この４番についてですね、私

達が今回求めているのが、放課後ルームということになりま

す。関連付けるとそういうことになります。皆さんはこの１

番の、なかなか 10 年前だと考えられなかったことなんです

が、諸計画を立案する組織にやっぱり数年間のご努力の結果

がありましてですね、委員長の挨拶にもありました通り、子

ども読書活動推進計画ですね、あれを本当に手作り感あふれ

る計画になりましたけれども、よい計画を皆さんの勉強会等

を中心に作り上げていただいた。その次に待っていたのは、

それをもとに既存の図書施設が活性化した結果ですね、おそ

らくイオンの中に 10 分の 1 くらいの費用でできる、このチャ

ンスを逃しちゃいけないということで、市長の英断もありま

して、（市立図書館を）作ることができました。その間いろい

ろな市民の声も皆さんに受け止めていただきながら、基本計

画を作っていただきました。本当に研修会・研究会ですとか、

臨時会議も２回、公開のなか行われ、熱心な傍聴、市民の関心

もものすごく高くて、といったところを皆さんで計画の立案

をいただいた。それから一昨年にはですね、子ども読書計画

の更新といったように、この周辺、また全国的に見ても素晴

らしい立案だと思います、改めて感謝申し上げたいと思いま

す。前半ですが以上です。  

 

今前半ということで、ここまでの間で皆さんからご意見が

あれば伺いたいと思います。なかなか、分かりづらい話もあ

ったかと思いますが、この部分について、意見質問がござい

ましたらどうぞ。  
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大野委員  

 

 

 

髙橋委員長  

 

事務局  

（伊藤社会教育

主事）  

髙橋委員長  

 

内藤委員  

 

 

 

事務局  

（篠田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい。すいません。伊藤さんは丁寧過ぎちゃって、もうちょ

っと簡潔にしてもらって、声も小さいしやっぱりそういうこ

とをちょっと注意してお願いしたいと思います。  

 

そういうことです。  

 

はい。  

 

 

他にはありますか。  

 

はい、すいません鋸山の日本遺産についてですが、具体的

には去年どういうことをやったのかなって、どれぐらいの進

捗状況か、教えて欲しいのですけど。  

 

はい、委員長。  

鋸山につきましては、５年度の末に候補地域として認定さ

れてから、初めて認定になるための申請をしました。その中

で残念ながら６年度における結果としては、候補地域の継続

という結果をいただきました。その中の指摘となりましたの

か、ストーリーについて、もう少し磨き上げをした方が良い

という内容と、あとは具体的に鋸山を体験、経験できるよう

なものの取り組みがあるといい、というものが主な指摘でし

た。実際に行っている事業としましては、鋸山の有償ガイド

を設立していますので、有償ガイドによるツアーが一つと、

浮世絵版画体験ができるプログラムの構築事業、普及啓発事

業として小・中学生に対する鋸山の教室を開催する等、とし

ております。以上です。  
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髙橋委員長  

 

内藤委員  

 

 

 

事務局  

（篠田課長） 

 

 

髙橋委員長  

 

内藤委員  

 

 

事務局  

（篠田課長） 

 

髙橋委員長  

 

杉田委員  

 

 

 

 

 

 

事務局  

（長谷川公民

館長）  

ありがとうございました。よろしいでしょうか、はい、どう

ぞ。 

天羽地区などで話すのですけど、トイレと駐車場がないと

いうのがあって、そういう何か見通しっていうのがあります

か、施設的なものですがよろしいでしょうか。  

 

そうですね、施設の整備ということに関しては申し訳ない

ですけども、具体的に行っているっていうことは今の段階で

はありません。以上です。  

 

はい、ありがとうございました。  

 

さらにですが、今年は三大、どこだっけ、京都と富津と候補

は、どこか北海道の方で認定を取られましたよね、去年。  

 

北海道の小樽が認定になって、京都と鋸山が候補地域の継

続となっています。  

 

はい、他には。  

 

すいません。公民館のふっつ検定についてうかがいたいん

ですがよろしいでしょうか。この前やっていただいて、結果

を報告いただいて、子どもの参加が少なかったというお話を

確かうかがったと思うんです。それから対策といいますか、

次回に向けてそれではどんなふうなっていうことがあれば、

この場でうかがいます。  

 

はい委員長、お答えします。前回のご報告の中からまた課

題が増えまして、委員のおっしゃる通り、子どもの受検者数

が少なかったという課題が出ました。これについて、今年度
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髙橋委員長  

 

杉田委員  

 

 

 

 

髙橋委員長  

の取り組みとしましては、通常一般の検定はもちろんのこと、

小・中学校に向けて出前検定をするという方向で今取り組ん

でおります。これについては、年度冒頭の校長会、それと教務

主任研修会、それと各学校に行脚して、それぞれふっつ検定

の PR をしております。今のところ、学校側からぜひやってみ

たいという反応があったのは、大貫小学校、天羽小学校、青堀

小学校、この３校からは、非常に良い感触でぜひやってみた

いという回答を得ております。秋ごろに実施できればという

ふうに学校側から打診を受けております。すでに打診のあっ

たところからはですね、もう既に子どもの方にふっつ検定の

学習の方法を PR の中でこういうふうに学習するんですよっ

ていうのを申しております。既に市のホームページに公開し

ています問題集、その問題のリンク先をたどって、市のホー

ムページを見てその中から問題の解答を読み解くとそれが答

えですということを、まずは学校の校長先生、教頭先生、教務

主任の先生に説明しましてご理解をいただいております。最

新情報ですと、もうこの７月に、学校さんの方も、教員の方々

の研修会があるということで、そのところで初級研修をまず

は実施してですね、実際に初級研修というのはこういうこと

だということを体験していただいて、合格者にはもちろん合

格証と記念品を差し上げる予定となっております。以上です。 

 

ありがとうございました。いいですか。  

 

ありがとうございます。子どもたちがふっつ検定を通して、

ますます地域のことを理解して、それが大きくなったときに、

郷土愛に繋がったら嬉しいなっていうふうに思ってうかがい

ました、ありがとうございます。  

 

関連で他にございますか。はい、石井委員。  
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石井委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

事務局  

（伊藤社会教育

主事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料１の）学び活かす生涯学習の推進の中の、社会教育

施設の整備の件ですけども、図書館が出来上がって先ほど６

月 11 日で 40 万人というふうな利用者数を数えることができ

て、建設に向けて皆さんで話し合ったことが具体的にここま

で大きくなってきたのかっていうことで大変いいなっていう

ふうに思いました。実際自分も図書館に行ったりモールに行

たりすると、落語の寄席の看板が出ていて、こういうところ

までやっているんだっていうふうになって、それはまたあの

魅力的な富津市ならではの図書館運営だと思いますけども、

実際に指定管理者制度で今運営しているわけですけども、図

書館協議会では何か課題とかですね、もし成果とかも話し合

っていらっしゃって、この場で差し支えない範囲でうかがえ

れば、課題や成果についてですね。  

 

はい、まず事務局からは。  

 

そうですね、先ほどお褒めの言葉をいただきました。いろ

いろ多岐なイベントが多くて、大きく分けて 30 ぐらい、細か

いものも入れたら年間 50 以上かもしれませんがやっていま

す。図書館の職員が４市で集まる研修会というのがございま

して、図書館長にもそこに市の司書と一緒に出ていただいて

います。そこでやっぱり他の公立図書館に驚かれるのはそう

いった点で、自主事業がやたら多いと、この一つやるだけで

もずいぶんエネルギーを使うのでうちはそんなことはできな

いんだけど、よっぽどすごい人数でやってるんですか、とい

ったような。しかし、実際そんなことはなく、指定管理者制度

できっちり人数が決まってますし、効率的にしていかないと

成り立たないのでというところで、やはりその辺り含め指定

管理者制度をとって本当によかったなと思うところです。母
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髙橋委員長  

 

体が TRC さんという大きな組織で全国で図書館運営をやって

いる経験のあるところで、それは本当に良かったと思います。

課題といたしましては、まずはあの中で読み聞かせっていう

のがなかなかしにくい、当初懸念されていたショッピングモ

ールの中の雑然とした雰囲気の中で図書館とはどうなんだっ

ていう声もあったんですが、そういう面もあります、館内放

送が漏れ聞こえたり。でも反面、ちょっとでも音を立てると

全館響き渡ってしまうというのは、それも見通しの良い図書

館ですから、そこら辺ができない、読み聞かせなんかも本当

は臨場感のある大きな声でやりたいところだができないって

いうところで、落語などをやるイベントホールを使わせてい

ただいたり、ちょっと離れたところで開催せざるを得なくて、

それが図書館としての一体感がなくなるのではないかってい

うのもあって、できれば最寄りの空きスペースを活用して、

子どもを中心とした図書スペース、あるいは大人の読書会な

んかも時々開催することができるようなスペースにしたいん

だなっていうようなことが、館長さんの方からもちょっと要

望としてあったところです。あとは、ボランティアの方が気

軽に積極的に関われるような運営であってほしいという声は

前からありましたが、今のところボランティアの募集という

のは読み聞かせぐらいで、初級から中級の講座といったよう

なものを開催しているぐらいです。あとは作業として、職場

体験の方々ですとか、子どもたちの体験で、１日図書館員だ

とかをさせてもらって、職場体験は市を通しても中学生や高

校生は行っていただいたことがあるのですけれども、市民の

ボランティアが入るっていうところまではまだ至ってないと

ころです、こんなところでよろしいですか。  

 

ありがとうございました。  
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ちょっと私から。指定管理者制度っていうことで、始まる

前はやっぱり懸念された中に、限られた予算の中で、市民か

らいろんなことをやってほしいという、そういう思いに応え

てくれるのだろうかっていうような、そういうことはたぶん

既に立ち上がっている図書館の関係地域に住んでらっしゃる

方から多く声を聞きました。でも富津市の図書館はまだ生ま

れたばかりで、それでとても年間の行事というか、取り組ん

でくださる経過というのはすごくいっぱいあるんですね。や

っぱりすごくいっぱいあって、聞かせていただいてるときに

はわくわく感ばっかりなんですが、委員さんが指摘したこと

もちゃんと取り上げてくださって、前回先週の会議であった

中には、今まで取り組んでた工作のようなものについては他

でもやってますのでっていうことで、イオンの中で話し合っ

てくださって、図書館が今までやってたものは無くしました

ということで、無くす勇気も必要なんだと、そうしてくれる

と、新しいことがまたこちらで提案できるっていうふうな思

いが湧きました。そういう中で、先ほど伊藤さんが説明して

くださったように、子どもの居場所、やっぱり静かな空間を

求める図書館ですが、ワンフロアなので他の図書館、有名な

図書館をいくつか皆さんも知ってるところもあるかもしれま

せんけど、子どものスペースが別にあったりとか、そういっ

たところでのびのびと子どもだけじゃなくて、そこに一緒に

お母さんたちがとてもいい気持ちで過ごせる時間っていう、

大きい声出しちゃいけないんだよシーッ、っていうふうな中

では、なかなか心地よいいい気分で時間が過ごせないと思い

ますので、何かそういうところで子どもの時間、親子の時間

を大切にしたいっていうふうなそんな居場所があったらって

いうふうに思いました。委員さんからそういう声も出ていま

すので、それがこれからどういうふうに具現化されていくの

かっていうところです。また一方では、子どもの意見をおっ
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しゃる方が割と多いので、なかなかその図書館の無い市で、

我々もそうですけれども、自分のまちに図書館がなかったか

ら図書館の良さというか、そこに未来があるっていうふうな、

そういう実感を持てない世代だと思うんですね。だから、そ

の辺のもう大人になった方たちとか、もうちょっと子どもっ

ていうより子どもと大人の間の世代の方たちに向けて、どう

いうふうな取り組みで進んでいったらいいかっていうような

ご意見もありました。  

 

ありがとうございます。なければ次に移ります。説明をお

願いします。  

 

はい、今のお話に関連して、子ども読書活動推進計画が現

在半ばにあるので、２年後に向けてリニューアルするにあた

って途中の経過等は厳しくチェックしていただいて、こちら

も進捗状況を明らかにしていく必要があるのかなということ

で、年度末に用意をしたいと思います。  

同じように皆さんに協議していただきたいことが、これは

立案等とは違って教育長からの諮問という形はとらずに、意

見照会という形で、昨年度末に出させていただいた資料に多

少手を加えたものを、また再掲させていただきました。  

資料３－１をお願いします。地域みんなの居場所について

放課後ルームを例として、ご意見をお聞かせくださいといっ

たものですね。これについての説明の前に、裏面をご覧くだ

さい。地域学校協働活動というのは、皆さんお聞きになった

ことはあるでしょうか。この説明の前に、資料４をお願いし

ます。これは、国の中央教育審議会総会の令和６年の諮問を

受けて開催されている部会ですが、その諮問内容というのは、

地域コミュニティの基盤を支える今後の社会教育のあり方と

推進方策ということです。そのための審議会で、揉んでくだ
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さいといったようなお題が与えられて、やはりその総会とか

全体会議だけでは駄目なので、部会で２年にわたって今も継

続審議中のものです。その社会教育のあり方を検討する特別

部会というのが、第７回が５月 23 日に開催されまして、それ

のときの資料の前半部分になります。国は今、やはり社会教

育のあり方というものについての大転換期というか、大活用

期に入ってくるという形になります。その前段でちょっと行

ったり来たりで申し訳ございませんが、資料２の裏面の「社

会教育とは」の部分ですが、社会教育は生涯学習と並んで言

われることがあるんですが、元々社会教育法の中では、個人

の学習とは別の、教育による学習について、学校の学習それ

から家庭教育の学習、学校と家庭教育以外のものを社会教育

と呼んでいました。過去形であえて言っております。それ以

外のものってなっていましたが、しばらく社会教育を支える、

皆さんはやはり市民の代表ということですが、その母体は学

校以外の社会生活を送っている諸団体ということになるんで

すけれども、そこは学校教育と離れているわけじゃなくてそ

れを取り囲むようにして、それと相互作用を行っていく。一

時期、社会教育っていう言葉が各官庁セクションから消えて

いきまして、生涯学習になったときに、何か生涯学習だと個

人が楽しみのために、例えばカルチャースクールのようなイ

メージですが、学習できるということを享受して、楽しんで

いるという姿だけで終わってしまうんじゃないかという懸念

がございまして、その先いろいろ検討を重ねてきて、社会教

育という言葉は他の相互学習とほぼイコールになっておりま

す。人との繋がりの中で相互に学び、学び合ったその成果を

また社会に活かしていくというサイクルのこと、学習される

スタイルと関係性のことを、社会教育と呼ぶっというふうに

明言はされていませんけれども、そういった事情の元に議論

が進んでいます。でありますから、10 年前でしたら公民館を
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中心とした社会教育のようなことをどんどん進めて、という

ことだったのですが、今公民館も学校に入っていることに象

徴されるように、学校を核とした社会教育、地域作り、といっ

たようなことにシフトしてまいります。今気がつきましたが、

社会教育というのは地域作りと同義であるといったような議

論の流れもございます。  

先程来の諮問の資料に戻っていただいて、そういった目で

見ると、なぜこの国が社会教育のあり方について今更言って

いるのかということがちょっとわかろうかと思います。大事

なのは、今話し合われているのが、その２ページの下の②番、

社会教育活動の推進方策として、地域と学校の連携協働の更

なる推進というのがあります。地域と学校が連携して、学校

の校長先生の教育方針を支えるためには地域はどのように協

力していきましょうか、といった方向性を持ったもの、これ

をコミュニティスクールといいます。１枚めくっていただき

まして、５ページにこうした説明があって、この背景にはや

はり地域における教育力の低下というか、核家族化が進みま

して、例えば私自身のこの 60 数年の人生を振り返っても、親

から学ぶといったようなことがだんだん少なくなってきてい

る、地域から親が染みるように受け継いだ文化を日常生活の

中で受け継ぐといったようなことは、意識的に何かやらなけ

ればもうできない状態になっている。それから学校を取り巻

く問題の複雑化困難化も、我々が 10 年後に子どもたちに教え

られることはないなっていうような状況、ものすごい変化の

激しい、どんどん加速していく状況がございます。もうこの

子たちは自分たちで何か考えていかなきゃいけないんじゃな

いか、そのための力をつけなきゃいけないんじゃないかとい

うことは国を挙げて議論されている中です。それで学校のカ

リキュラムを作るにしても、今までは文科省の教育方針に沿

ったカリキュラムを学校で粛々とやっていくわけですけれど
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も、それだけじゃ間に合わない、教えるというのはもちろん

教科として点数に繋がるようなテストだとかそういうことは

変わらずにあるわけですけれども、それ以上にそういう知識

ではなくて生き延びる力というか、問題を察知して解決する、

どうやって協力していくかといったような、まさにその地域

作りが直結したような課題が子どもたちの背後にあり、私達

はそれとともに一緒に育っていく、それを解決するための制

度化された学校の運営の仕方がここ 20 年くらいで進んでい

ます。その進め方も、従来はコミュニティスクールでの学校

運営協議会に並ぶかたちで、地域学校協働活動イコール社会

教育という図式が当初はありました。ですが今（社会教育が）

外れているのは、学校の中でも企業の中でもあるいは自治体

の市長部局の中などのあらゆる団体の中で、その社会教育的

なもの、名前を使ってしまうと社会教育士などがオーガナイ

ザーとして存在し、それぞれの連携をもたらすことが必要じ

ゃないかというようなところまできている、というところで

す。この資料にはありませんけれども、これをやるための専

門職の活用というような資料の中ではそういった図式が示さ

れております。  

６ページ目をご覧いただいて、このコミュニティスクール

と言いましたけど、学校運営に関わりは、校長先生の方針を

承認してそれを支援するというシステムです。これに集まる

委員さんもさることながら、下の地域学校協働活動推進とい

うのは、この図をご覧いただいて、一昔前だとここに社会教

育委員って書かれるところでして、この会議はこのように成

り立って、社会教育、生涯学習ひいては学校の運営等もバッ

クアップしていきましょうというところの図の中で使われて

いました。つまり、国を挙げて、この地域学校協働活動を社会

教育と言っているのはなぜか、ということがおわかりになろ

うかと思います。  
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次の地域学校協働活動の中のメニューをご覧ください。真

ん中に放課後子供教室、右側の地域未来塾、それから左に家

庭教育支援活動、この後には具体的な名前として家庭教育支

援チームといものがございます。地域学校協働活動本部とし

ては、この内の二つ以上を運営実施していて、なおかつ、こん

な人いませんかって聞かれたら、「まちの先生」を紹介すると

いったようなシステムがあるところを地域学校協働活動本部

と呼んでくださいということなので、当市では地域全体を対

象とする地域学校協働本部があるというところで手を上げさ

せていただき、これらの活動の一部経費に補助金を充ててい

るところでございます。  

最後の８ページ９ページですが、コミュニティスクールと

いうのは、学校と地域を取り巻く課題解決のしくみ、プラッ

トフォームであり、「学校を核として」とあえて国が言ってい

るのは、やはりその共同体として集まる場所がなくてとりあ

えず学校という子どもを中心とする社会で皆さんが一緒に子

どもを育てていくと地域も活性化していきますよね、といっ

たような青写真が書かれていて、これについて今、国の審議

会は地道に議論を進めているな、ということがわかります。  

戻っていただき、家庭教育支援チームについての資料３－

１、この裏側を見ていただき、先ほどの地域学校協働活動と

並行して、家庭教育支援チームというものを作りまして、得

てしてこういう会議体となると皆さんと同じような組成、学

校教育ですとか家庭教育ですとか、それに関わる人たちをメ

ンバーに選んで運営委員会というのを設置するというのは定

石ですけれども、当市としましては既に他の部署でやってい

ることも含めまして、それらを包括的にチームとみなして、

そこに家庭教育支援員や指導員が横断的に関わることによっ

て連携をもたらしますということで、平成 29 年からこのよう

な体制になっています。それまで学校の約３分の１が実施し
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ていた家庭教育支援学級への補助というものでやっていまし

たが、もう所期の目的は達しているということで、その代わ

りに家庭教育指導員を本庁の市長部局の相談窓口に（週に）

１日置いてくれないかということがありましたので、おのず

から連携することになって一歩も二歩も進んだ感がありま

す。実際に相談窓口に行っている指導員などは、当初はやっ

ぱり窓口に座っていてもお客さんが来ない、相談に見える人

たちはよっぽどな決意を持たないと敷居をまたげないので、

年間一人二人とかいうところが、１、２年続きました。それで

これを考えて、放課後の子どもの居場所を作り、そこに送迎

してくれる保護者の方々との会話を前後に 30 分以上は取れ

るので、正味３時間のうちの１時間は会話に費やしてもらう

と、あとは見守りを２時間やっていただいています。こうい

った感じで対応していると、その話から相談に結びついたり、

中には本当に重い事案が見つかることもありまして、要保護

児童対策地域協議会にも繋ぐことができましたし、家庭教育

支援チームの、ある意味ゴールに近いところが実現したなと

いう感はございます。その地域の子どもの居場所と地域の人

の居場所というのを同時に結び付け、それから地域の人たち

の生きがいですとか、学校と関わる一つの場所とか、そうい

った意味あいを持たせて始まったものです。資料３－２は、

同じように放課後で子どもたちの居場所というと学童クラブ

がありますが、そちらの方は厚生労働省の方でやっている保

育の延長です。保護者の代わりに安全な場所を提供する、当

然保育料をお支払いいただいて責任を持って専門家が扱うと

いった制度です。  

それとは別に、放課後ルームの子供教室というものは、体

験活動ですとか異世代交流を目的とした居場所ということな

ので、場合によっては年間数回ですとか月１回とかいうとこ

ろも多いですが、当市の場合は、週に１回ずつを開催してお
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ります。３地区それぞれ１か所ずつの設置になっていて、今

は資料３－２の表の部分に移っておりますが、放課後ルーム

の実施ですが、富津小、環小と大貫小でそれぞれ曜日を決め

て開催しているところです。富津小では、まだ学童クラブが

なかったとかいうことはありますけども、各地域で手頃なと

ころというかそういうところで（実施し）、大貫小につきまし

ては、学校の別棟の、既に学童クラブが使っている場所がご

ざいましたので、そこの片隅をここにいらっしゃる先生方を

中心に一生懸命掃除して、旧理科室を使えるようにしていた

だき、そこを拠点にして体育館や校庭などで思い切り遊ぶと

いうような様子になっています。  

問題なのは、環小は今年度いっぱいで閉校です。学校は天

羽小に統合されていくわけですけれども、その後も続けるこ

とができるのかといった、親御さんからも質問などがありま

す。放課後ルームを全ての学校でやってるわけではないので

すが、これはやっぱりただ預かるっていうだけじゃなくて、

ものすごい特筆すべき点というのは、やっぱり子どもたちが

かなり学校それから家庭の中で縦の関係でしか大人と接して

ないというか、あるいは友達とも放課後遊べていないので横

の関係もできにくいという中で、異学年の子の遊びも、昔の

ガキ大将が子どもたちを束ねて遊んでるといったような姿が

ほとんどないということで、体験活動に乏しくなっていると

いうことから、その地域の人たちとの関係が薄くなっている、

そこを埋める役割をちょっと果たしてるな、という点です。

支援員、指導員の先生方もいらっしゃいますけれども、元校

長先生を中心としまして、学校の先生からすれば先輩ですが、

子どもから見れば単なるおじさんおばさんなので、遠慮なく

そういう縦の関係にも縛られず、思い切りものすごい発散を

してくれます。特にコロナ明けの状態はものすごくて、よっ

ぽど溜まっているなという形でそれを発散する場でもあるの
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で、なるべくいろんなところでやりたいなというところでは

あるんですが、今のところスタッフの関係もございまして、

３箇所でしか開催できてないという現状がございます。その

中でちょっといろんな問題が話し合われるべきだと思うんで

すけれども、一つだけ結論を出さなきゃいけないというとこ

ろで、先ほどの資料３－１の表側に戻っていただいて、環小

がなくなることからそれをどうにかしようというのが「放課

後ルームを例として」って書いてあるのはそういうことです。

この結論を一応出さなければいけないのです。２学期中にこ

の結論を保護者にお知らせしなければいけないという中で、

再度このようにちょっと時間をとらせていただいて、皆様に

ご説明いたしました上で、皆さんのご意見を基に我々は動き

たいと考えています。実質上の諮問であると考えていただい

てもいいと思うんですが、長々と説明してまいりましたけれ

ども、簡単に言うと一番下に研修大会等で出ているスローガ

ンですね、人づくり・つながりづくり・地域づくりですとか、

学びにつながる社会教育ですとか、ここまでちょっとご説明

申し上げてきた立場で、いろんなご意見、他の方向に飛んで

しまっても構わないしいろんなところの地域がこうなんだっ

て話でも構わないし、というところの御意見をいただきたい

ということです。一応解決方法の例として真ん中に①②③と

出してありますが、もちろんこれ以外にも考えられることだ

と思います。とりあえずは移転先の天羽小で新規に開設する

か、旧環小学校で開設する場合には体育館だけの使用になる

こと、あるいは他の場所で開設するとか、いろいろあると思

います。それ以前に地域のあり方ということもあろうかと思

います。そこら辺を御意見、今日いただけなくてもこれは構

いませんけれども、我々が 10 月か 11 月までに、その辺のス

ケジュール感で決定するだけのご助言をいただきたいと考え

ております。長々と失礼いたしました。  
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髙橋委員長  

 

 

 

 

 

石井委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。要するに環小学校が今年度で閉

校するから放課後ルームをどうするかっていうことを、今年

度いっぱいだけども 10 月ぐらいまでに皆さんからご意見を

もらいたいということですよね。今聞いた中で、皆さんのご

意見をまず伺いたいと思います。いかがでしょうか。  

 

はい、委員長。私の住んでる所も田舎でなんですけど、やっ

ぱり地域、普段うちにいても、何にしてもそうですが子ども

の声が聞こえない、子どもの姿を見かけることがないってい

うような状況の中で、伊藤さんが説明してくださったような、

放課後ルームにおけるいろいろな運営の趣旨には本当に賛成

です。今後も環小学校が現在ありますが、もう時限立法で閉

校だってことがわかっている中で、放課後ルームを存続させ

るというのに賛成の立場からお話をさせていただきたいと思

います。  

まず、自分もかつて現職のとき、環、関豊などあちらの地域

で勤めさせていただきましたけれども、地域柄、やっぱり子

どもが住んでる家が点々としているわけですよね。親御さん

も車で送迎をせざるを得ない状況でお勤めになっていると

か、それから子どもが歩いてその場所に行くにはかなりの危

険も伴い、昨今では不審者等々いる中で、環小学校さんにお

ける放課後ルームの役割というのは、やっぱり閉校になって

からも重要だと思っております。そこでまず、地域の今現在、

放課後のその教室に通ってらっしゃる子どもさんの親御さん

たちのお考えはどうなのかっていうのをですね、やっぱり聞

かないことには、私達がこうして欲しい、ああしたらいいん

じゃないかっていうのが大事なんですけど、まだそこまでは

一歩だと思うんですね。やっぱり主役は子どもですから、子

どもの声も聞きたいし、預けている利用者側の親御さんの声
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事務局  

（伊藤社会教育

主事） 

 

 

 

も聞きたい。だからまずそういった実態を把握するっていう

のが一つだと思いますよね。その形がアンケートになるなら

構いませんが、まず実態を捉える。それから、そういうものを

踏まえた上で行政サイドさんは私達の意見を聞きますってお

っしゃってますけども、行政としてどんなお考えを持ってら

っしゃるのかっていうあたりの青写真を示してもらわない

と、やっぱり私達も無責任なことは言えないし、行政の方と

しては、どんなことを考えているというような具体策を親御

さんに示すことも大事だと思いますし、私達もどんなお考え

なのかっていうのをですね、全くたたき台のない中でやっぱ

り無責任なことは言えないので、行政さんの方の青写真はど

んなふうに描いてらっしゃるのか。双方で可能性を探るため

には、やっぱり歩み寄りが必要だと思いますので、そこから

話し合いっていうのを持って、私達も学習させてもらわない

ことにはいけないので、まず自分たちも勉強させていただき

たいし、その辺の可能性を探る話し合いを持つということで

すよね。やっぱり譲歩する部分というのは、共通理解を図っ

た上で天羽小で開設なのか、旧環南小など他の場所っていろ

いろありますけれども、どれをとってもみんな課題が山積し

ておりますので、やっぱり利用者側の視点とか子どもの視点

とかっていうのを十分に反映させたものを選んでいけたらい

いなというふうに、今後存続させるという立場に賛成という

意見で、意見を言わせていただきました。以上です。  

 

回答します。青写真というのは、実はちょっと今はまだま

っさらです。いろいろな可能性はあると思います。元々これ

を始めたときは、全エリアの全小学校でやりたいと思ってい

たぐらいですから、それが今でもできてないっていうのはど

ういうことかっていうのをお察しいただくしかないんです

が、スタッフ不足ですとかボランティアを募集しようにもい
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髙橋委員長  

 

杉田委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろいろできなかったっていうのもあって、なのであえて地域

学校協働活動とまた対にして語らせていただいていますが、

そこら辺とのリンクがないとちょっと無理かなというのと、

希望としてはそれだけ聞くと、全国全ての子どもたちにその

ような体験は 1 人 1 人してもらいたいですけれども、できな

いっていうところですね。これは別に放課後ルームっていう

形じゃなくても、ひょっとしたら地域でも形を変えてできち

ゃうのかな、とかそういった議論も行っていく必要があるか

なと考えています。  

 

関連して何かありますか。はい、杉田委員。  

 

石井先生のご意見を全部うんうんとうなずいて聞かせてい

ただいて、私も一緒ですが、一番最初にこの環小学校の同じ

内容の資料をいただいて、これを皆さんで話し合っていただ

きたいという話になったときに、私、実態を知らなければ話

しようにも相談もできないみたいなことを言ったと思うんで

すけれども、それでこれだけの資料を作ってくださったよう

にも思うんですが、どちらにしろ、私達のいただけてる社会

教育委員会議の回数がありませんので、もう話し合うのは勉

強会を計画するしかないと思うんですね。  

そこで委員長にお願いなんですけれども、話し合わなけれ

ばいけないことは環小を入口として、既に実はもう統廃合が

どんどんと進んでいて、来年になればまたやっぱり佐貫小が

大貫小と一緒になって大佐和小学校にということも進んでま

すし、ですから待ったなしでこの話は皆さんともっともっと

詰めないと時間をかけなくちゃいけない案件だと思うんです

ね。ですからそういった話し合う時間を確保するという意味

でも、社会教育委員会議だけではとても間に合いませんので、

またそういったこれからの富津市のっていう大きな課題を考
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事務局  

（伊藤社会教育

主事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

える、背負っているようにも思いますので、ぜひまた勉強会

っていうスタイルで、皆さんに提案させていただいて、それ

を進めたいと思うんですがいかがでしょうか  

 

今杉田委員の方から、勉強会っていうようなお話もありま

したが、これ今年の 10 月ぐらいにある程度まとめなければい

けない、そのスケジュールとなると、学習会を開かなきゃい

けないという考えがあるというふうにお話を伺いましたが、

皆さんで、この指とまれ式で、来れる方っていう形で進める

のはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでとりあ

えず何回かやった上で、事務局等とまとめて進めていきたい

と思うんですが、いかがでしょうか。事務局はいかがでしょ

うか。  

【佐藤委員、急用により退室】  

 

そうしていただけると本当に助かります。途中でお手紙と

かメールとか、ご意見でも構わないとは思ってるところもあ

るんですが、それだとやっぱり話が深まらないので、会話を

しながら作っていった方がいいかと思われますので、よろし

くお願いいたします。  

それと、もし 10 月くらいに臨時会議を開催する必要がある

としたら、会議室の使用スケジュールを見ますと、ちょっと

ピンポイントで、可能性として 10 月 29 日の水曜日の午前中

になりそうです。ただこういう会議体で採決を採るというこ

とでもなければまた別ですけれども、最終的に議論の場を設

けた方がいいのかなというところであれば、そういった日程

を考慮いただき、また一部調整ということになります。その

前に勉強会をしていただけるというのならば、私も参加させ

ていただいてお話は深めていきたいと思います。よろしくお

願いします。  
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髙橋委員長  

 

 

 

 

内藤委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

事務局  

（篠田課長） 

 

 

 

 

 

はい。今後、熟議していく必要がありますので、勉強会など

を行う場合は、スケジュールなどの調整は事務局にお願いし

ますので、可能な限り皆さんでやっていきたいと思いますが、

いかがでしょうか。はい、内藤委員どうぞ。 

 

そういう学習会もいいんですけど、資料があまりにもなさ

すぎるんですよ、我々には。何を市の方で今現在やっていて、

これが課題であって、問題点であるっていうようなこともあ

るし、やってよかったっていうこともあるだろうし、そうい

うのを知ってるのはやっぱり伊藤先生、伊藤さんのような現

場で頑張っている人でないと、何について話していいかわか

らない。今の会議もどうしようかなやっていいのかな、ここ

でやらなければやらないでいいんですかっていうようなこと

なので、現状しっかり把握してもらって、それをやる、こうい

うふうに続けるっていう提案というか、原案ができてないと

何を学習するのかっていうのは、絞られてないと一回の会議

で決まらないと思うんで、もしその会議をやるとしたら、そ

の現状をしっかり出してもらって、それについてやった方が

いいやらない方がいいっていう最初の判断が出てきましょう

ね。そうしないと、何かわからないと思うんですけども。  

 

今のことでいかがですか。はい、課長。  

 

今委員のおっしゃった通りだと思います。放課後ルームに

ついて、どういうものですっていうのが、今回配らせてもら

った資料の中のものになります。実際に今３校で実施してい

る状況はこういう点で行っておりますというところになりま

すが、今後の課題や実際の状況と、もう少し詳しいものを勉

強会という形で開催ただいただけるようであれば、そのとき



34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋委員長  

 

杉田委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

までにご準備させていただいて、それも参考にしていただき

ながらお話いただけたらと思います。放課後ルーム自体を今

３校でやっていますが、どういうふうに続けていったらいい

かという、市全体としての方向性っていうようなものを、提

言とは言いませんが、そういう形でいただけたらという部分

も、今お話聞いていながらあります。  

最終的にっていうのは、また環小だけの話に戻りますが、

続けていくということであれば２学期末をもって結果を出さ

なければいけないところがありますので、勉強会ではない、

次回のこの社会教育委員会議は、11 月末ごろまでに２回目を

開催したいと思います。以上です。  

 

はい、杉田委員。  

 

放課後教室を実際に見たことが皆さんありませんか。  

（なしの声） 

そうですよね。だから机上でこの話がとってもハードルが

高いっていうのがよくわかります。実は私は大貫小学校が一

番近くて、自己紹介でも言わせていただきましたけど、この

小学校に十数年通わせていただく流れの中で、放課後教室が

あるっていうことで、やっぱりこれは地域とどうやって繋い

だらっていうことを思って、自分も関わらせてもらおうと思

って何回か参加させてもらいました。だけど、例えば伊藤先

生やご一緒の指導員の先生のお話聞くと、他でやってる学校

とはまた同じ、っていう感じではないらしいです。子どもた

ちのカラーも違うし、富津小では低学年の子が中心なんです

よとか、そうなんだ大貫小学校では全校対象だけどとか、だ

から実際にご覧になるっていうのは、一つの手だと思います。 

環小で実態把握ができないって私が言ったのはそこのとこ

ろで、環小で今までどんな感じで放課後教室をしてたかって
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いうことがわからないので、同じようなイメージのものを地

域の方たち環小のその親御さんたちが求めているのか、それ

とも例えば前にも例に挙げていただいた天羽小に移して一緒

になった場合、天羽小の子たちも一緒になってということは、

環の子だけじゃなくてそこの小学校の子たちにも呼びかけす

るわけですよね当然、その人数が膨れ上がったときに指導員

さんの受け入れ体制はできてるんですかとか大丈夫なんです

かとか、そういった一つずつ何か詰めていくと、もうものす

ごい量のいろんな話が出てくると思うんです。ざっくり今、

今日の伊藤さんの話を聞いて私メモって、そうかそうか、天

羽小でやったとするとそうだよな、他の子たちが何十人、こ

の何倍の子どもたちが参加したいってなったときに、先生方

大丈夫っていうふうにまず思いました。だからそういうとこ

ろを、今度市は私たちが意見を出すと、多分指導員さんの確

保だとかに動かなければならなくなる、課題がどんどんピン

ポイントで煮詰まってくるんではないかな、というふうに思

いますので、やっぱり伊藤さんが言ってくださった 10 月 29

日の会議室が空いているという、そこを目指してその前に何

回か皆さんで自分の、例えばもし見に行くことが可能であれ

ば、どこの放課後教室でも何か見ていただけたら早いんじゃ

ないかなと思います。それで見ていただいたところで、あれ

と同じなのか違うのかとそこから出発していただいて、それ

でさらに環小の放課後教室はどんな放課後教室で、石井先生

がおっしゃったように親御さんたちが同じものを求めてるん

であればそれがまた可能かどうかとか、そういった視点でも

話し合わなければいけないと思うので。内藤委員、いかがで

しょうか、一緒にお勉強の時間っていうのはそういう意味で

持ってもらえそうでしょうか。私は持ちたいなと思ってるん

ですけど、そんな感じでまず 1 回やってみて、どの程度の話

がまず初回で出るかとか、そんなふうだとは思いますけれど
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事務局  

（鈴木係長）  

 

 

も、どうですかねそんなイメージの。  

 

わかりました、大丈夫。  

 

ありがとうございます。  

なかなかこれ難しいんですが、要は皆さんで、石井委員が

さっき言ったように実態がわかってないし、杉田委員から話

のあった、実際の子どもたちの状況を私達は知らないし、ど

こから手をつけていいかわからないという所からまずは手が

かりをつくって、その上で 10 月 29 日に開かれる会議までに

何らかの手続きをとらないと、そこでハイこうですよ、って

言われても、回答が出しにくいんではないかと思うんですよ。 

内藤委員からあったように、具体的に僕らは知らないとい

けない、何とも言えませんね。いいか悪いかも言えない。そこ

で悪いって言って、悪くていいですかっていう問題もあるか

ら、多少の調整が必要かと思います。そこでさっきちょっと

言いかけたんですが、若干の学習会を調整していきたいと思

ってます。自主勉強会、特に、この日（候補日）がありますか

らって皆さんに声を掛けますから、来れる来れないは別にし

て、そういう形で進めていきたいと思いますがいかがでしょ

うか。  （各委員、了承） 

では杉田副委員長を中心に、いろいろと考えていきたいと

思います。よろしくお願いします。そうですね、この話続けて

いくと長くなりますので、次に行きたいと思います。  

議事４、その他事務局からありますか。  

 

はい。議事４、その他の部分で一点お伝えいたします。お話

が変わって選挙のことになるんですけれども、明るい選挙推

進協議会委員１名を、この社会教育委員の方の中から選出を

いただくことになっておりまして、その任期が令和６年、７
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髙橋委員長  

 

 

事務局  

（鈴木係長）  

 

髙橋委員長  

 

 

 

 

年の２年間です。現在は、佐藤委員に引き受けていただいて

いるところでございます。引き続いて、佐藤委員に明るい選

挙推進協議会委員をお願いすることを、ご本人の了解および

他の委員の皆様にご承知をいただければと思います。ちょう

ど先ほど佐藤委員はご都合で既に退席されておりますけれど

も、事前にこのお話をさせていただいて、ご本人の了解はい

ただいているところでございます。以上です。  

 

はい。事務局から説明は終わりました。２年間ということ

で引き受けていただいて、現在任期継続中ということになり

ます。明るい選挙推進協議会委員は、各種団体から選出され

るので、皆さんの中にはそれぞれ所属団体から依頼または引

き受けられる方もいらっしゃるかもしれません。それでは、

社会教育委員会議からは佐藤委員を引き続き明るい選挙推進

協議会委員に選出するということで承認いただけますでしょ

うか。  （一同、異議なし）  

それでは佐藤委員、既に退席していますが、よろしくお願

いしたいと思います。  

 

それでは次第の６、その他に移ります。研修事業について

事務局から説明をお願いします。  

 

【７年度研修事業について、次第に基づき説明。とりわけ

近隣での研修等への参加検討を依頼】  

 

はい、ありがとうございました。ちなみに第 60 回千葉県社

会教育推進振興大会っていうのは 12 月４日にございます。こ

れについては、今県の会長をやっている方が、袖ケ浦市の二

宮さんでして、ぜひ参加願いたいということを最初の総会で

言われましたので、これもご案内しておきます。よろしくお
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髙橋委員長  

 

 

 

 

事務局  

（篠田課長）  

 

 

願いします。  

委員の皆さん、他に何か質問、ご意見等ございますでしょ

うか。  （一同、特になし）  

特にないようですね。では、以上で本日の議事は全て終了

といたしますが、はい、課長。  

 

先ほどですけれども、議事に入る前に議長の方から、会議

録署名人を２人示していただきましたが、そのお一人の佐藤

委員が急用で途中退室されましたので、他の方を指名してい

ただければと思います。  

 

わかりました。では、私から鈴木委員にお願いしたいと思

います。渡邉委員と鈴木委員、今回の議事録署名人というこ

とで、後日確認をお願いします。  

それでは、議長の職を解かせていただきます。  

 

本日は長時間にわたりご審議いただきまして誠にありがと

うございました。以上をもちまして、令和 7 年度第 1 回富津

市社会教育委員会議を閉会といたします。ありがとうござい

ました。  

 


